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研究成果の概要 

第四年次は、前頭前野から線条体への出力回路の神経操作について化学遺伝学的方法を用いて行動課

題遂行中のラットへの影響を検証した。結果としては前年度までに行っていた光遺伝学的方法による

介入と同等な効果が得られることを確認し、このことは、急性の活動変化のみならず、比較的持続的な

前頭前野―線条体経路の活動が確信度依存的な時間投資に重要であることを明らかにした。さらにこ

れまでの前頭前野から線条体への出力経路に加えて、情動・防御行動などに関連する中脳水道灰白質

（PAG）への出力経路を標的とした神経回路操作の実験に着手しデータを取得中である。本研究の成果

の一部は生理研研究会「知覚意思決定バイアスに関わる前頭前野-皮質下回路」の招待講演、および第

47 回 日本神経科学大会(Neuro2024)でポスター発表した。また関連するレビュー「不確実性下の総合

的意思決定を媒介する神経回路」をブレインサイエンスレビュ−2024に発表した。 

また、昨年度開始した認知症モデルマウスの病態評価研究を進めた。具体的には動物の見当識障害を評

価する行動実験系を開発し、行動中の動物の神経活動を計測し、特に周波数成分の解析を行った。結果

として認知症モデルとして使用した rTG4510 マウスが見当識障害様の行動異常を示すこと、そしてそ

れにともなう神経振動の異常を明らかにした。この結果はタウ研究会 2024にて「rTg4510 マウスにお

ける行動障害と関連する異常な皮質活動」として口頭発表を行った。 
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